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語葉の習得は第二言語の学習において重要であるが、日本語を学ぶ日本語非母語話者の
多くにとって外来語の学習は苦手とする項目であると思われる。また、外来語は日常生活
の中で確実に増え続けていることから、語葉教育上の重要項目になると考えられる。
よって、本研究では外来語の習得に関する調査を行い、分析することにした。その結果、
教科書の中にあるにもかかわらず習得されにくい語葉があるなら、それは語葉自体が持つ
要素のほかにも、使用されにくかったりすることなどが原因かもしれない。また、教室の
外で習得された語葉については、学習者が必要としているものであったり、興味を持った
りするものに関するものが多いと思われる。
調査は、英語圏、中国、台湾、韓国と日本国内の大学の日本語学習者を対象とした。海
外で学ぶ学習者と日本国内で学ぶ学習者とでは環境による違いが見られるかもしれない。
また、海外の学習者においては、住んで、いる地域における日本語の情報量などが習得に影
響を与えている可能性も考えられる。
以上のようなことから、本稿では調査を行った各地域における日本語学習者の外来語習
得の傾向について見ていく。
2. 先行研究
三好 (2005) は、授業で、行ったゲームの中で学習者が自らも何度か発した経験のある語
でも意味を思い出すことができなかったことについて、「ゲームではその語を発してはい
るが、学習者が自らのメッセージを伝えるために語葉の記憶 (mentallexicon) から検索し、
使用したのではなかったため、深い処理にはなっていなかったのではないかと思われる。」
と述べている。一方、学習者がよく記憶していた語は「その語が初出ではなかったという
ことと、授業後の作文の宿題で使用する機会を得たということが大きかったと思われる。j
「単に何度も言わせるというのではなく、学習者が自ら必要とする場面で使う機会を創造
することが、語の記憶を深めることにつながるのではないかと思われる。」と述べている。
中国で学ぶ学習者を対象とした語葉習得についての研究に岡本 (1996) がある。岡本
(1996) では、学習者に定着しにくい外来語について、学習者がそのカタカナ語をどのよ
うに認識し、記憶しているのか、その習得過程をたどっており、
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学習者は外来語すべての語棄において定着が遅いというわけではない。『パーティー』
など、中国入学習者が苦手とする半濁音や長音を含む単語であっても、教室活動で比
較的例示される頻度が高いものは定着度が高い。語葉を繰り返し使用することは、英
語コードの記憶ストラテジーから日本語のコード記憶に切り替えることを促し、日本
語化された外来語が習得しやすい状況をつくる。
と述べている。
小宮 (1997) は、学習者にとって外来語というものが困難化要因のーっとして意識され
ることが多いことについて、
外来語をわかりにくく感じる程度や、わかりにくい外来語の種類と範囲、あるいはそ
の原因等に日を向けて見ると、学習者の出身国によってかなりの差異があるように思
われる。また、その程度や範囲は、学習者の日本語に対する習熟度や、滞日期間の長
さ等によって変化していくことが考えられる。
としている。
3. 外来語の習得に関する調査と分析
3. 1 .外来語の習得に関する調査
調査は、日本語学習者が認知し、使用している外来語を知るとともに、それらの語の習
得に関係している要因を知ることを目的として行った。
実施は、 2008 年 6 月から 12 月にかけて、英語圏の国(オーストラリア、アメリカ、カナダ)、
中国、台湾、韓国と、国内の大学で日本語を学んで、いる学習者を対象に行った。また、学
習者の日本語のレベルは初級終了レベル以上とした。
調査の方法としては、アンケート用紙(資料 1 )を配布し、学習者に記入してもらう方
法をとった。
今回アンケート用紙を作成するにあたり、まず、初級の日本語教科書 17 冊中、多くの
教科書で扱われていた外来語の上位 60 語を選んだ。次に『品調別・レベル別 1 万語語葉
分類集j (1991) より 40 語を選んだ。そして、『広辞苑J 第六版 (2008) に新しく載せら
れた語から 20 語を抜き出した。
調査では、それぞれの語棄について I l.知らない・使わない 2. 知っている・使わ
ない 3. 知っている・ときどき使う 4. 知っている・よく使う」のどれかを選んで、も
らうようにした。
フェイスシートには、調査対象者の性別や年齢などのほかに外来語の習得に影響を与え
る可能性があると思われることについて問う項目を設けた。そして、海外の調査対象者用
に英語、中国語(簡体字、繁体字)、韓国語に訳したものを用意した。
配布したアンケート用紙のうち、回収できたアンケート用紙は 1862 名分で、有効回答
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者数は 1846 名であった。その内訳は次のとおりである。
表 l 調査地域と学習者数
英語圏 中国 .b、ぉ>1<I=I /F書 韓国 圏内
学習者数 149 690 421 215 371 
3.2. 外来語の習得に関する分析
3.2. 1.平均値と認知度の表の分析
全体
1846 
「平均値が上位の語と認知度が上位の語J 1平均値が下位の語と認知度が下位の語」の分
析では、まず、それぞれの平均値の上位と下位の語を 20 位まで取り出した。次に、 1 1.
知らない・使わない」の割合(%)により認知度の高さを順位づけし、上位と下位 20 位
までの語を取り出した。
①レベル
語の出典により、ここでは便宜上次のように呼ぶことにした0
・初級教科書の語 • レベル 1
. r品詞別・レベル別 l 万語語葉分類集j (1991) の語 • レベル 2
・『広辞苑J 第六版 (2008) の語 • レベル 3
②頻度数
学習者は接する機会が多い語ほど習得しやすいのではないかと考えられる。そこで、今
回の調査語葉が実際に日本人の間でどのぐらい使われている語であるかということを示す
基準として、中山、桐生他 (2007) 1新聞に見る基幹外来語」を参照した。
③カテゴリ一
語の意味カテゴリーとして、国立国語研究所編『分類語葉表j (2004) を参考に、アンケー
ト調査した 120 語を分類した。
その結果、今回は[道具・用具] [食べ物] [住居・建築] [スポーツ・音楽] [町] [ファッ
ション] [人間活動1 [電気製品1 [単位1 [人間関係] [情報] [抽象概念1 [人物]の 13 項
目に分けられた。
④語源・語形
それぞれの語の語源については三省堂編『コンサイスカタカナ語辞典J 第 3 版 (2008) 、『広
辞苑』第六版 (2008) などを参考にした。
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語形については、省略形であるか、混種語であるかなどについて記した。
⑤拍数
それぞれの語の拍数を数え、平均値が上位・下位の語、認知度が上位・下位の語それぞ
れの平均の拍数を見ていった。
⑥認知度・使用頻度
今回のアンケート調査の結果から、 111 ~ 141 (1. 知らない・使わない、 2. 知っ
ている・使わない、 3 知っている・ときどき使う、 4. 知っている・よく使う)の 121
~ 141 の割合が高ければ認知度が高いと言える。全体の平均値 121 ~ 141 の割合に
ついて、
-全体の平均値が高く、 121 ~ 141 の割合が高いものは「認知度が高く、使用頻度も高いJ
-全体の平均値が高く、 121 ~ 141 の割合が低いものは「認知度は低いが、認知し
ている学習者の聞での使用頻度は高い」
-全体の平均値が低く、 121 ~ 141 の割合が高いものは「認知度は高いが、使用頻
度は低い」
・全体の平均値が低く、 121 ~ 141 の割合が低いものは「認知度が低く、認知して
いる学習者の聞での使用頻度も低いj
といった見方も数字を見る際の解釈のーっとしてみた。
⑦相関
アンケート用紙のフェイスシートの項目と調査した語葉の 111 ~ 141 の数値との関
係を見るため、 SPSS を使ってビアソンの積率相関係数を算出した。
これにより、算出されたピアソン (Pearson) の相関係数は以下のように判断した。
00 ~:t .20 ほとんど相闘がない (.00 は無相関)
土 .20~ 土 .40 低い(弱い)相聞がある
:t .40 ~:t .70 かなり(比較的強い)相関がある
土 .70 ~:t .100 高い(強い)相聞がある
(+ 1.00 は完全な正の相関、- 1.00 は完全な負の相関)
(小塩 (2004))
この相関係数と共に、無相関検定(相関の有意性検定)の結果が示されているが、今回
は有意確率 5%未満の水準で、有意と示された相関係数の中から、「低い(弱い)相闘がある」
とされる p = :t.20 以上のものに着目した。
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4. 各地域の学習者の傾向
4. 1 .英語圏の学習者の傾向
英語圏の学習者は、外来語をまず英語になおしてから習得しているようである。そのた
め、英語との語形の差が大きいものは英語になおされにくく、インプットされにくいと思
われる。それぞれの上位と下位の語を見ると、省略された語形のものであっても、単に後
半部分を省略されたものであれば、上位にも入っている。しかし、省略された形で他の語
と結びつき複合語となったものは上位には入っておらず、下位に多く見られる。また、結
ぴつく語が漢字で表記された語の場合も習得しにくいようであり、平均値・認知度ともに
下位の語には「着メロ J í レジ袋J íデジタル放送」といった混種語が入っている。
平均値が下位の語に入っている他の語を見ると、フランス語やイタリア語、ドイツ語な
ど、英語以外が語源であるものや和製外来語が多い。平均値の下位順で見ると、 20 語中
13 語までは全てそのような語である。
また、「認知度が下位の語」を見ると、 120 位から 111 位の語においては 60%以上の学
習者が í 1.知らない・使わない」と答えており、そのすべてが和製外来語や英語以外か
らの借用語である。
カテゴリーを見ると、上位の語は身近にあるものを示す語葉が多い。それに対し、下位
の語は[人間活動]や[情報]といったカテゴリーのものが半数を占め、具象物が少なく、
視覚的に示されにくいものが多い。
さらに、上位の語は日本人が日常生活で実際によく使ったりする語が多いと思われる。
このことは「高頻度語リスト」との関係からも推測できる。
そして、来日経験や日本人の友達との相関関係が見られることから、実際に日本人と接
する中で聞いたり話したりすることが多いと思われる。
下位の語は、相関関係から、本や雑誌からのインプットによるものが多いと考えられる。
また、「着メロ J í レジ袋」といった語は《本や雑誌Hテレビ〉との相闘が見られることから、
漢字が含まれる語は視覚的な刺激の効果があると思われる。
以下は平均値、認知度が上位の語と下位の語である。(上位の語は順位が高い順、下位
の語は順位が低い順。)
1 )英語圏平均値が上位の語
レストラン、テレピ、デパート、アルバイト、コンビューター/コンピュー夕、クラス、
ホテル、パーティー、コーヒ一、スポーツ、シャワー、ケーキ、プレゼント、カメラ、チョ
コレート、テニス、アパート、ニュース、ベン、ピール
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2) 英語圏認知度が上位の語
テレビ、カメラ、ジュース、アイスクリーム、クリスマス、コンピューター/コンピュー
夕、クラス、チョコレート、ケーキ、アパート、レストラン、ホテル、テニス、シャワ一、
ベン、ラジオ、レポート、テープ、ビール、ネクタイ
3) 英語圏平均値が下位の語
ワンセグ、マイブーム、カルパッチョ、ミクロ、ノイローゼ、着メ口、レジ袋、ピラ、
エチケット、ファスナー、パワーハラスメント、ウイルス、スキミング、フリーペーパー、ポー
タピリティー、カミングアウト、デジタル放送、ビッキング、トートバッグ、ボリューム
4) 英語圏認知度が下位の語
ワンセグ、マイブーム、ミクロ、着メロ、カルパッチョ、ノイローゼ、レジ袋、ピラ、
ウイルス、エチケット、ファスナ一、スキミング、パワーハラスメント、デジタル放送、
フリーペーパー、ポータピリティー、ピッキング、カミングアウト、リズム、トートバッ
グ
4.2. 中国の学習者の傾向
上位の語はいずれも初級教科書の語であり、平均値が高い語は全体的に 14. 知ってい
る・よく使う」の割合が高いが、認知度が高い語の中には「認知度は高いが、使用頻度は
それほど高くない語」も見られる。これらの語は、学習したことにより「認知はしているが、
使用する機会が多くはない語J であると考えられ、「サッカー J 1テニス J 1 ビール」など
がそれにあたる。
また、上位には「チョコレート J (1巧克力J) 、「コーヒー J (1蜘排J) といった音訳が使
われている語が入っている。
下位では、平均値が下位の語と認知度が下位の語が順位は異なるが全て同じ語となった。
このことから、これらの語は「認知度も低く、使用頻度も低い」語であると考えられる。
英語圏の下位の語には、漢字が含まれている混種語が 3 語 (1 レジ袋Hデジタル放送H着
メロ J) 含まれていたが、中国の下位には 1 語 (1着メロ J) しか含まれていない。これには、
母語の違いが影響していると見られる。そして、この「着メロ」は、「着信+メロデイー」
という組み合わせで、「メロデイー」だけでなく「着信」という漢字の語まで省略されて
いるため、「着信メロデイー」という形に復元されにくかったのではないかと思われる。
相関関係を見ると、相闘が見られる項目が少なく、学年やアルバイトなどとの相関がわず
かに見られる程度である。このことから、中国で上位にあるような語葉は、環境によるイン
プットとはあまり関係なく学習により習得されているのではないかと考えられる。
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1 )中国平均値が上位の語
コンピューター/コンピュー夕、テレビ、ドア、ニュース、スポーツ、クラス、ボール
ベン、ベン、ノート、プレゼント、スーパー、パーティー、レストラン、デパート、パン、
タクシー、アルノTイト、シャワー、ホテル、チヨコレート
2) 中国認知度が上位の語
ビール、コンピューター/コンピュー夕、ラジオ、テレピ、ニュース、ケーキ、テープ、
ドア、サッカー、カメラ、コーヒー、ボールベン、デパート、タクシー、テニス、パン、
レストラン、ホテル、レポート、パーティー
3) 中国平均値が下位の語
ベーグル、カルパッチョ、ワンセグ、ポータピリティー、パワーハラスメント、リベン
ジ、カミングアウト、ピラ、着メロ、ファスナー、コットン、トートバッグ、マイブーム、
スキミング、エチケット、ピッキング、ノイローゼ、ビスケット、ミクロ、ボリューム
4) 中国認知度が下位の語
カルパッチョ、ベーグル、パワーハラスメント、ワンセグ、ポータピリティー、ピラ、
リベンジ、カミングアウト、コットン、ファスナー、着メロ、トートバッグ、マイブーム、
スキミング、エチケット、ノイローゼ、ピッキング、ビスケット、ミクロ、ボリューム
4.3. 台湾の学習者の傾向
台湾の学習者には、全体的に《本や雑誌〉との相闘が多く見られ、同じ漢字圏でも中国
とは異なっている。
カテゴリーを見ると、平均値・認知度ともに上位の語においては[食べ物]が最も多い。
これは、学習者がその語に「出会う J (小宮 1997) 頻度が高いからだとすれば、学習者
が生活している環境による影響があると思われる。
そして、平均値が上位の語において、[食べ物】 (1パンJ 1アイスクリーム J 1ケーキJ 1 ビー
ルJ 1ジ、ユース J 1コーヒーJ 1チョコレート J) は項目との相闘が見られないことから、こ
れらはどの項目とも関係なく習得しやすい語であると考えられる。また、「チョコレート」
「コーヒー」は、音訳が使われている語であることから、母語の影響の可能性もある。
認知度が上位の語の平均値を見ると、「アイスクリーム」は 30 位、「テニス J は 38 位、
「ラジオ」は 35 位であり、これらは「認知している人は多いが、比較的使用頻度が低い語J
であると考えられる。
下位の語である「マイブーム J 1着メロ J 1 トートバッグJ 1ボリューム」は本や雑誌と
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の相闘が見られることから、メディアなどからのインプットの可能性が考えられる。
また、下位の語には、上位には見られなかった学習期間との相関が見られ、本や雑誌と
の相聞が見られる語の中では 1 語 (1 トートバッグJ) 以外はどちらにも相関が見られる。よっ
て、このような語葉は学習期間が長くなり、日本語の本や雑誌に触れる中でインプットさ
れる傾向があるのではないかと思われる。
1 )台湾平均値が上位の語
コンピューター/コンピュー夕、テレピ、パン、ニュース、アルバイト、チョコレート、
レストラン、レポート、クラス、コーヒ一、ノート、ベン、カメラ、ケーキ、デパート、メモ、
スーパ一、ドア、プレゼント、ジュース
2) 台湾認知度が上位の語
テレビ、コンピューター/コンピュー夕、カメラ、けしゴム、パン、レポート、アイス
クリーム、ケーキ、ビール、ノート、ジュース、テニス、レストラン、コーヒ一、ラジオ、
スポーツ、ホテル、ピアノ、ニュース、チョコレート
3) 台湾平抱値カず下位の語
カルノf ッチヨ、ポータピリティー、ワンセグ、ノfワーハラスメント、ファスナ一、ノイロー
ゼ、スキミング、コットン、カミングアウト、ミクロ、エチケット、トートバッグ、マイブー
ム、カルチャ一、ピッキング、リベンジ、ボ、リューム、ピラ、着メロ、テクノロジー
4) 台湾認知度が下位の語
カルパッチョ、ポータビリティー、ワンセグ、ファスナ一、パワーハラスメント、ノイロー
ゼ、スキミング、コットン、ミクロ、カミングアウト、エチケット、トートバッグ、マイブー
ム、ボリューム、カルチャ一、リベンジ、着メ口、ピッキング、ピラ、ビスケット
4.4. 韓国の学習者の傾向
上位の語は、テレビ、本や雑誌、音楽、ゲームといったものとの相関が非常に多く見ら
れることから、日本からの情報量が多く、そこからの影響が大きいのではないかと考えら
れる。また、アルバイトで日本語を使う頻度や日本人の友人との相関も見られることから、
実際に日本人と接する中で受けるインプットが習得に影響を与えている可能性がある。
よって、上位の語は直接日本人と接する中で習得したり、テレビや雑誌などのメディア
や音楽、ゲームなどの趣味を通して習得している語が多いと考えられる。そして、上位の
語のほとんどは韓国語でも外来語として使用されているものであり、韓国の学習者は身近
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にある日本語の情報に触れる中で韓国語と似ている日本語の外来語を習得している可能性
がある。また、中国や台湾で、は平均値の上位に入っていなかった「スキーHピアノ」が入っ
ているが、これは、これらの語が同じように外来語として取り入れられていることや、そ
の事物が身近に存在することが理由ではないかと思われる。
下位の語は、和製外来語や混種語であったり、英語以外からの借用のものが多い。そし
て、韓国語では外来語が使われていなかったりするものが含まれていることなどから、韓
国語の外来語になかったり、英語が語源ではないものは習得されにくいと思われる。また、
韓国語の外来語に取り入れられていたとしても、発音が大きく異なるもの (1ウイルス(叫
01 叶と /pa i reo seu) J 1 ファスナー(ヰ!と叶 /phae seu neo) J など)や和製外来語 (1マ
イブーム J) 、混種語 (1着メロ J) は習得されにくいようである。
1 )韓国平均値が上位の語
テレビ、カメラ、ニュース、ベン、レストラン、メモ、アルバイト、パン、ピアノ、ジ、ユー
ス、テニス、クリスマス、スポーツ、コンビューター/コンピュー夕、レポート、ノート、
ボールベン、コーヒー、エレベーター、アパート
2) 韓国認知度が上位の語
アルバイト、コーヒ一、テレビ、カメラ、デパート、レストラン、アパート、パン、レポー
ト、ボールペン、テニス、ピアノ、ニュース、アイスクリーム、ジ、ユース、コンピューター
/コンピュー夕、スキー、エレベーター、クラス、クリスマス
3) 韓国平均値が下位の語
スキミング、カルパッチョ、パワーハラスメント、ワンセグ、ビッキング、レジ袋、ポー
タピリティー、着メロ、ミクロ、フリーペーパー、マイブーム、トートバッグ、ファスナー、
ウイルス、ベーグル、 ドクター、コットン、ピラ、マッチ、リベンジ
4) 韓国認知度が下位の語
スキミング、カルパッチョ、パワーハラスメント、ワンセグ、ピッキング、レジ袋、着メロ、
ミクロ、ポータピリティー、フリーペーパー、マイブーム、トートバッグ、ウイルス、ファ
スナ一、ドクター、ベーグル、コットン、ピラ、カルチャー、リベンジ
4.5. 圏内の学習者の傾向
4.5. 1. 英語圏出身の学習者の傾向
上位の語は、英語圏で多く見られた〈日本人の友人》との相関は見られず、〈テレピ> <音
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楽> {ゲーム〉との相闘が見られる。
下位の語は、英語圏では見られた〈テレビ> {音楽> {本や雑誌> {コンピューター〉な
どとの相聞は見られず、最も多く見られるのが〈学習開始期〉や《アルバイト> {アルバ
イトでの日本語使用度> {過去のアルバイトでの日本語使用度〉などとの相関である。
これらの相関関係から、国内においては、上位の語はテレビや音楽、ゲームなどを通し
て頻繁に見聞きするものが習得されやすく、下位の語は実際の生活の中で、アルバイトの
時などに習得される傾向があると考えられる。
英語圏と囲内の上位の語で共通して見られる特徴は、英語を語源とした語が多いことで
ある。そして、英語を語源としていない語であっても、英語の語形との大きな違いが見ら
れないものが多い。また、高頻度語が多いということも挙げられる。
国内の上位にのみ見られる語は、実際に日常の生活でより必要とされるものを示す語が
多いという傾向が見られる。「ドア J Iパン J Iスーパー」など、学習者が生活する上で身
近に存在するものが多いと思われる。
それに対し、海外の上位にだけ見られる語は教科書の中にある語葉であり、日常生活で
の使用頻度がそれほど高くないであろう語も含まれている。
下位の語には、漢字を含んだ語と結びついている混種語が見られる。「着メロ J I レジ袋」
「デジタル放送」という語は、国内でも英語圏でも平均値・認知度ともに下位の語として
見られることから、環境にかかわらず習得されにくい語であると考えられる。そのほか、
和製外来語や英語以外を語源とするものも見られる。
そして、国内の認知度が下位にのみある語として「マッチ」がある。これは、教科書の
中にある語であるが、日本での生活を考えてみると、マッチという道具そのものを使う機
会が少ないと思われる。
また、英語圏の下位には見られたが国内の下位には見られない語に「リズム」がある。
これは「高頻度語リスト」にある語であり、国内の学習者においては日常生活の中でイン
プットされている可能性が考えられる語である。
1 )圏内英語圏平均値が上位の語 (23 語)
コンピューター/コンピュー夕、パン、スーパー、パーティー、ベン、ニュース、シャ
ワ一、エレベータ一、レストラン、スポーツ、ピール、アパート、プレゼ、ント、チョコレー
ト、レポート、タクシ一、シャツ、カメラ、アルバイト、テーブル、ホテル、パーセント
2) 圏内英語圏認知度が上位の語 (24 語)
ドア、アパート、レポート、テニス、コンビューター/コンビュー夕、パン、スーパ一、
パーティー、ベン、レストラン、スポーツ、ニュース、シャワー、エレベーター、ビール、
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プレゼント、シャツ、チョコレート、タクシー、アルノてイト、カメラ、テーブル、ノT一セ
ント、ホテル
3) 圏内英語圏平均値が下位の語
ノイローゼ、カルパッチョ、マイブーム、着メロ、スキミング、ピッキング、ピラ、ミクロ、
パワーハラスメント、ワンセグ、フリーペーパー、メル友、ファスナー、カミングアウト、
ポータピリティー、デジタル放送、インテリア、トートバッグ、カルチャ一、レジ袋、ウ
イルス
4) 圏内英語圏認知度が下位の語
ノイローゼ、着メロ、カルパッチョ、マイブーム、スキミング、ピッキング、ピラ、ワ
ンセグ、フリーペーパー、ミクロ、パワーハラスメント、レジ袋、メル友、ウイルス、ヵ
ミングアウト、デジタル放送、ファスナー、マッチ、ポータピリティー、エチケット、カ
ルチャー
4.5.2. 中国出身の学習者の傾向
上位の語は、語源が英語である語が多く、「高頻度語リスト」の中でも上位にあるもの
が多い。そして、圏内の上位にだけ見られる語は、「エレベーター」や「メモ」など日常
生活で実際に使われていると思われる語が多い。使用頻度の高い語については、圏内・中
国ともに「高頻度語リスト」の中でも上位にある語が多いが、圏内では日常生活において
より身近な語が海外の学習者よりも多くなっているようである。カテゴリーを見ても、[道
具・用具] [食べ物】[電気製品]などを表すものが多い。
また、中国ではあまり見られなかった「アルバイト」との相関が囲内では多く見られる。
認知度が上位の語では「カロリー」だけがレベル 2 の語である。この「カロリー」は中
国では上位に入っていない語である。しかし、中国語で r-t路里」と音訳されている語で
あり、「高頻度語リスト」の中の語でもあることから、日本での生活の中で見たり聞いた
りすることが習得に影響を与えていると考えられる。そして、認知度は 100% であるが、
平均値は 45 位であることから、「認知度は高いが、使用頻度がそれほど高くない語」であ
ると言える。この例などから、実際に使用することは少ないとしても、周囲から見聞きす
る頻度が高いものは認知されやすいと考えられる。
下位の語については、中国と囲内の語は同じであった。このことから、これらの語が環
境の違いにかかわらず習得されにくい語であると言える。
しかし、それぞれの平均値をみると国内の方が高くなっていることから、習得しにくい
語であることにかわりはないが、日常生活におけるインプットが影響を与えている可能性
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は考えられる。
1 )囲内中国平均値が上位の語
ボールベン、コンピューター/コンピュー夕、ペン、スーパ一、アルバイト、ドア、テレビ、
プレゼント、メモ、ジュース、ニュース、パン、シャワ一、レポート、エレベータ一、チョ
コレート、レストラン、カメラ、スポーツ、ノート
2) 圏内中国認知度カf上位の語 (29 語)
ボールペン、コンビューター/コンピュー夕、アルバイト、テレビ、プレゼ、ント、ジュース、
ニュース、パン、シャワー、レポート、エレベーター、チョコレート、レストラン、スポー
ツ、ノート、デパート、ケーキ、ガラス、アイスクリーム、ビール、ナイフ、クリスマス、
ホテル、サッカ一、カロリ一、テニス、ラジオ、ネクタイ、スキー
3) 圏内中国平均値が下位の語
ポータピリティー、ベーグル、パワーハラスメント、リベンジ、カミングアウト、ワン
セグ、ピラ、ファスナ一、スキミング、ビッキング、ノイローゼ、カルパッチョ、マイブー
ム、トートバッグ、ビスケット、エチケット、着メロ、コットン、ボリューム、ミクロ
4) 圏内中国認知度が下位の語
ベーグル、ポータピリティー、パワーハラスメント、ワンセグ、リベンジ、カミングアウト、
ファスナ一、ピラ、スキミング、カルパッチョ、トートバッグ、ノイローゼ、マイブーム、
ピッキング、ビスケット、コットン、着メロ、ボリューム、エチケット、ミクロ
4.5 司 3. 台湾出身の学習者の傾向
上位の語においては、〈性別〉や〈日本人の友達〉との相関関係が見られる。〈性別〉に
ついては、女性が住居や買い物に関する語に高い数値を示す傾向が見られた。
カテゴリーを見ると、台湾では最も多く見られた[食べ物]の割合が少なくなり、[道具・
用具] [住居・建築] [町] [電気製品]など、生活に関する語の割合が高くなっている。
上位の語で共通しているのは、「レポート J Iノート J Iベン」など、教科書にある語の
中でも学校でよく使うと思われる語が入っていること、そして、語源が英語である語が多
く、「高頻度語リスト」の中でも上位にある語が多いことである。これは台湾の上位の語
と共通して見られる傾向である。
また、台湾の上位だけに見られる語は[食べ物]に関する語が多いのに対し、囲内の上
位だけに見られる語は「エレベーター」や「テーブル」など、日常生活で使用されると思
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われる[道具・用具]や[住居]に関する語が多い。これは、生活する環境により生じた
違いであると思われる。
下位の語は、圏内・台湾ともに英語以外の語を語源とするものが多く、これは中国の学
習者とも共通して見られる傾向である。
また、漢字が使われているにもかかわらず台湾の下位に見られた「着メロ」が国内の下
位には入っていない。これには環境によるインプットの影響が考えられる。
1 )圏内台湾平均値が上位の語
コンピューター/コンピュー夕、テレビ、ノート、スーパー、けしゴム、メモ、ボールペン、
シャワー、チョコレート、ノTン、ドア、ペン、カメラ、レストラン、スポーツ、ニュース、
ナイフ、テーブル、レポート、エレベータ一、デパート
2) 国内台湾認知度が上位の語
コンピューター/コンピュー夕、テレピ、ノート、スーパ一、メモ、ボールペン、シャワー、
チョコレート、パン、ドア、カメラ、レストラン、スポーツ、ニュース、ナイフ、テーブル、
レポート、エレベーター、デパート、プレゼント
3) 囲内台湾平均値が下位の語
カルパッチョ、パワーハラスメント、ポータピリティー、スキミング、ノイローゼ、エ
チケット、トートノTッグ、ファスナー、カミングアウト、ピラ、コットン、マイブーム、ピッ
キング、ワンセグ、リベンジ、ボリューム、ミクロ、ビスケット、ベーグル、インテリア
4) 国内台湾認知度が下位の語
カルパッチョ、パワーハラスメント、ポータピリティー、ノイローゼ、スキミング、トー
トバッグ、エチケット、ピラ、ファスナー、コットン、カミングアウト、ミクロ、ワンセグ、
ボリューム、マイブーム、ビッキング、ピスケット、リベンジ、インテリア、カンニング
4.5.6. 韓国出身の学習者の傾向
韓国出身の学習者の外来語の習得には、母語の影響が強く現れているようである。
上位の語は、韓国語でも外来語として使用されていて日本語の外来語とも発音に大きな
違いがないと思われる語がほとんどであった。また、今回の調査では認知度が上位の語は
70 語あり、いずれも I l.知らない・使わない」が 0.0%であった。そして、韓国語の中
で同じように外来語として使用されている語であっても、語形や発音が大きく異なるもの
などは下位の語となっている。
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これらのことから、韓国出身の学習者が日本語の外来語を習得する際は、母語である韓
国語の外来語になおしてから認知しているのではないかと思われる。
相関関係を見てみると、上位、下位の語のどちらにおいても、〈テレビ> (コンピューター〉
〈ゲーム〉との相闘が見られ、そういった媒体などからのインプットの影響があるように
思われる。
上位の語は、韓国語でも外来語として使用されていて日本語の外来語とも発音に大きな
違いがないと思われる語がほとんどであり、これは韓国で見られた傾向と同じである。
そして、国内の上位にだけにある語は[食べ物]や[住居]に関するものが多く、日常
的によく使われていると思われる語である。
下位の語は、韓国語で外来語として取り入れられていなかったり、取り入れられていた
としても日本語の外来語との発音の差が大きいものである。
また、「マッチJ íテープレコーダー」はレベル l の語であり、初級教科書にある語であ
るが、実際に日本での生活の中では使われることが少ないのではないかと思われる語であ
る。
1 )圏内韓国平均値と認知度が上位の語(認知度が上位の語 70 語中、平均値が上位の語
20 位まで)
テレビ、コンピューター/コンピュー夕、ベン、コーヒ一、メモ、チョコレート、パン、
ニュース、カメラ、レポート、カレー、ボールベン、シャワ一、スーパー、ジュース、ノー
ト、ケーキ、エレベーター、テーブル、レストラン
2) 圏内韓国平均値が下位の語
パワーハラスメント、スキミング、ビツキング、カルパッチョ、ワンセグ、ポータピリ
ティー、フリーペーパー、ファスナー、ミクロ、マイブーム、ピラ、リベンジ、トートバッ
グ、着メロ、コットン、テープレコーダー、ドクタ一、マッチ、カミングアウト、レジ袋
3) 国内韓国認知度が下位の語
ピッキング、スキミング、カルパッチョ、パワーハラスメント、ワンセグ、ミクロ、ポー
タピリティー、フリーペーパー、ピラ、マイブーム、トートバッグ、ファスナー、コットン、
着メロ、ウイルス、リベンジ、レジ袋、 ドクタ一、ベーグル、マッチ
5. 調査のまとめ
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ている語であった。それに対し、下位の語は、ほとんどがレベル 2 とレベル 3 の語であり、
「高頻度語リスト」にある語は非常に少なかった。
カテゴリーを見ると、上位の語は[道具・用具1 [食べ物]など、身近で具体的なもの
が多かったのに対し、下位の語では【人間活動1 [情報]などといった、具体的に形とし
て表しにくく抽象的なものが多かった。
語源や語形については、全体的にみると、上位の語は英語を語源とするものが多く、下
位の語はそれ以外を語源とするものが多かった。韓国の上位の語には母語でも外来語とし
て使われているものが多かった。下位の語については、複合語も多く見られ、和製外来語
や短縮された語が結びついたものが見られた。また、漢字で表記する語との混種語は、漢
字圏の学習者には比較的認知されやすいようであるが、非漢字圏の学習者にとっては認知
されにくいといった傾向が見られた。さらに、省略された語が他の語と結びつき、元の形
に修復するのが困難な場合は、母語に関係なく下位の語となっていた。
語の拍数は、それぞれの上位の語の平均は 3.6- 3.97 拍であったのに対し、下位の語の
平均は 4.7- 5.2 拍であった。よって、語の長さも習得に関係しているのではないかと考
えられる。
そして、それぞれの地域ごとに見ていくと、次のような傾向が見られた。
英語圏の学習者は、外来語を習得する際、その語の語源・語形の影響が大きいようである。
また、相関関係から、レベル 1 の語棄に関しては日本人の友人との会話などを通して習得
している可能性も考えられる。
中国においては、環境からのインプットの影響は多くは見られず、学習による習得が中
心なのではないかと思われる。インプットは英語音になおしてなされる傾向が見られ、混
種語においては、その形態素からの意味推測の可能性が考えられる。
台湾は中国にくらべると雑誌やテレビといった情報からの影響が強いようである。また、
食べ物に関する語棄など、生活の身近にあるものを表す外来語が習得されやすい傾向が見
られる。
韓国においては、英語圏と同じように母語である韓国語で外来語として使用されている
語との発音・語形の差の影響が見られた。そして、身近にある日本語の情報からのインプッ
トの影響も見られた。
国内においては、海外と共通する傾向も見られたが、全体的に共通しているのは、生活
の中でより身近な語棄が上位に見られるということである。実際に日本で生活していく中
で接する機会が多いものが習得されやすいと思われる。
以上のように、外来語の習得にはそれぞれの語葉がもっ要素のほかにも、学習者の母語
や生活している環境が影響を与えている可能性が考えられる。
そして、それぞれの学習地域の上位の語、下位の語に共通して言えることは、学習者が
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それらの語と接触する機会が多いかどうかということが語の習得に大きく影響していると
いうことであり、語が表しているもの自体を身近なものとして出会っているのであれば、
習得の可能性は増すのではないかと考えられる。
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CXl 資料 1 アンケート用紙
(国内)
I 妥の旨飴に挙えてください
(1 ) 産溢 1 ( )議
(2 ) 紅白tj 男 女
(3 ) 面禁 | 
(4) 在んでいる訴 1 ( )訴追尉旗( )お
(5 ) 実学.挙態 )失掌( )掌韮
(6 ) 等援
(7 ) いつから日本語を替っていますか。 ) 宏前之
(8 ) いつ日本へ来ましたか。
(9 ) 員議があるもの・主i味は何ですか。
(10) 今アノレバイトをしていますか。 はし、 . いいえ
(lQ2で「はい|と筆えた人
(11) アノレパイトのとき、日本語を議いますか。
1 使わない 2 たまに使う 3 ときど使う 4 よく使う | 
(12) 0í語、アルパイトをしていましたか。 1 はい ・ いいえ
lli2で「はい|と著えたミ
(13) アルパイトのとき、日本語を碇いましたか。
1 使わなかった 2 たまに使った 3 ときどき使った 4 よく使った | 
(14) 今、日本人とど婚に在んでいますか。 はい ー いいえ
(1日 1i1前日本人とど絡に在んでいましたか。 はい ・いいえ
(16) 日本人の安濯がいますかロ はい ・ いいえ
(17) 品語は何ですか。
íJ12の誉えが f話語L..iiL誕の弐
(18) 英語がわかりますか。
1 わからない 2 あまりわからない 3 す少 Lわかる 4 よくわカ喝 | 
(19) 母語・日本語・英語以ιわかる識がありますか |はい ・いいえ
lli12で「はし、|と答えたム
(20) 
それは何語ですか。
(21) 日本語のアレピ挙結を見ますか。 1 1 見ない 2 たまに見る 3 ときどき見る 4 よく見る
(wで「はし、|と筈えた人
(22) 
それはどんなM番M組hですか。(いくつでもいいです。)
4 パフェアイー
6 ワイドショー 7 そのほか(
(23) 日本語の誉巣を白きますか。 1 閣かない 2 たまに聞く 3 ときどき聞く 4 よく聞く
(24) 日本語の本やた誌を金みますか。 1 読まない 2 たまに読む 3 ときどき読む 4 よく読む
(25) 日本語のゲームをしますか。 1 しない 2 たまにする 3 止さ Eきする 4 ょくする
(26) コンピューターを使いますか。 1 使わない 2 たまに使う 3 ときどき使う 4 よく使う
深みの博は伺をしますか。(いくつでもいいです。)
(27) 2 川ーネット 3 出吋む 4 ゲ}ムをする
5 遊びに行く(説話など 6 そのほか(
E 次の 1-4の番号にOをつけてください。
"" ..~....町民，~.~‘' _.，，"，...~...~弘司_..... ー. _.日一刷'-'-.~'-'"，，'" ,. .・..、V 可. -、~.
1 アイスウリム 1.知ら弘、使わない 2. 知っている使わない 3. 知って丸、るときどき使う 4. 知っているよ〈使う
2 力レ 1.知ら牢い使わない 2 知ってユ喝使わない 3. 知っているときどき使う 4 知っているよく使う
3 ケーキ 1.知らない使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
4 コヒ 1.知らない使わない 2 知って九も!使わ却し、 3. 知つ1もときどき使う 4 知つでいるよく使う
S サンドイEノチ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3曙知ってL、るときどき使う 4. 知っているよく使う
6 ジュース 1 田知ザ品、使わな川 2. 知ってし喝債わない 3. 知っているときどき使う 4. 知つ乱、るよく使う
7 チョコレ ト 1 匁め也九、使わない Z 知コてし屯使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知つ札、るよ〈使う
百パン 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っ-U'<るときどき使う 4. 知つでいるよく使う
9 ビル 1.知ら刷、使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
10 力ルパッチヨ 1.知ら品、使わない 2. 知っても渇使わ品、 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
1 ベーウソレ 1.知らない使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく便う
12 スイツ 1 知らt.J::l.、使わない 2. 知ってし喝使わない 3. 知コ1、るときどき使う 4. 知つ乱、るよ〈使う
13 力メラ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知コてしもときどき使う 4. 知っているよ〈使う
14 コンビュ聖 1 知ら乱、使わない 2. 知っている'使わない 3. 知っているときと吉使う 4. 知っているよく使う/コンビュータ
15 ストーブ 1. 知らない・使わない 2 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
1617' プレコーダ 1.知らない使わない 2関知っている使わない 3. 知っているときとを使う 4 知っているよく使う
171 7'レピ 1. 知らない慣わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
18 ラジオ 1. 知らない使わない 2. 知っているe使わない 3. 知っているときと寄使う 4. 知っているよく佳う
191 ?ラス 1 茸品ない使わない 2，知っている使わない 3. 知ってL、るときどき使う 4.知っているよく使う
20 レポト 1.知らない使わない 2. 知っている'使わない 3 知つTICるときとき使う 4 知っているよく使う
21 テープ 1 知らない慣わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
22 けしゴム 1.知らないa使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使ラ
23 ナイフ 1.知らな"・使わない 2. 知ってL喝使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知ってい晶よく使う
24 ノト 1.知らない使わない 2. 知コてし喝使わない 3. 知って:1..><るときどき使う 4. 知っているよく使う
251'‘ミニJ 1 知応ない使わない 2，知コてし喝使わない 3 知って九Mるときどき使う 4. 知っているよく使う
26 ボ-)レベン 1. 知応ない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
27 メモ 1. 知らない使わない 2 知っている使わtJ:t.、 3. 知つ百、るときどき使う 4. 知コているよく使う
28 ユース 1.知らないー使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
29 マッチ 1.知らない・使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
301 ?リスマス 1.知らない使わない 2. 知っている値わない 3. 知っているときど壱使ラ 4. 知って1いるよ〈使う
31 アルバイト 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
32 シャワ 1. 知ら郎、使わ品、 2. 知っている使わない 3. 知っていると吉どき使う 4. 知っているよく使う
33 コップ 1.虹応ない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知コているよく笹う
34 フォーウ 1.知らない便わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
35 告ウシ 1.知らない使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき僅う 4. 知っているよく使う
36 スキミンゲ 1 田知らも1、使わない 2. 知っている使わない 3. 知っている左きどき使う 4. 知って1いるよく使う
37 ピッキンゲ 1 圃知らない笹わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときと官便う 4. 知っているよ〈笹う
381 ::>リペパ 1.虹応ない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
39 マイブーム 1.姫島ない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときど壱使う 4幽知っているよ〈使う
40 レジ議 1 田知If;，QI 、使わない 2，知っている使わない 3. 知って"るときどき使う 4. 知って1いるよく使う
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41 シャツ 1.知らない使わない 2幽知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
42 スカート 1. 知らない使わない 2. 知っている佳わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
43 ズボン 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
44 セ一望ー 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3曙知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
45 ネウ型イ 1. 知らない値わない 2. 知つ乱、る使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っている'よ〈使う
46 トートパッゲ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知コているときどき使う 4. 知コているよ〈使う
4717パート 1. 知らない使わない 2. 知っている・値わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っている・よく使う
48 エレベヲー 1冒知らない使わない 2 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく偉う
49 ガフス 1. 知らない晶使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
50 スーパー 1.知らない使わなU 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているーよく使う
51 ァ-"/}レ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
52 ドア 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
53 ピル 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
54 プール 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っていると吉どき使う 4. 知っているよく使う
55 ホ子Jレ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
56 レストフン 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
57 デパート 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
58 サツ力 1. 知らない使わ砕い 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
59 スキー 1. 知らない可使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っている冒よく使う
60 テス 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
61 スポーツ 1.知らない使わない 2. 知っている制措い 3司知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
62 ピアノ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
63 レコード 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4幽知っているよく使う
64 キロ 1. 知らない使わない 2. 知つ-CC'る使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
65 センチ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく梗う
66 パーセント 1. 知らない'使わない 2圃知っている使わない 3圃知っている左きどき控う 4司知っているーよく使ラ
67 メートル 1. 知らない使わない 2. 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
68 パーティー 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
69 プレゼント 1. 知らない・使わない 2. 知っている使わない 3冒知っているときどき使う 4 知っているEよ〈使う
70 メル笈 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4咽知っているよく使う
71 フブラブ 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
72 力ミングアウト 1. 知己ない値わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく佳う
73 パワーハラスメント 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っている・よく使う
74 リベンジ 1冒知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っている，よく使う
75 I ';吉メロ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
761"/ ログ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
77 ヂジ告 jレ厳選 1. 知らない使わない 2幽知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているaよく使う
78 ワンセグ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3司知っているときどき使う 4聞知っているよく使う
79 ポ-;ビザァイー 1. 知らない使わない 2. 知っている・使わない 3. 知っているーときどき便う 4. 知っているよく使う
80 ネットサフィン 1. 知らない使わない 2. 伺っている慣わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
8117イデア 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っている'ときどき使う 4. 知っているよく値う
82 アイドル 1.知らない使わない 2 知コている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
8317ビール 1 且知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
84 イメジ 1. 知らない便わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときど曹僅う 4. 知っているよ〈使う
85 インテリア 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
86 ウイルス 1 司知ら壮い使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
87 エチケット 1. 知らない使わない 2 知っている憧わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく僅う
8 オープン 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
89 カルチャー 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
90 力ロリー 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4副知っているよく使う
引力ンーング 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4幽知っているよく使う
92 キス 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき憧う 4司知っているよく使う
93 ゲフウンド 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく便う
94 コットン 1 知らない使わない 2. 知っているー使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
95 コミュニケション 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき便う 4. 知っている・よく使う
96 コンセント 1. 知らない使わない 2. 知っている値わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
97 スペシャル 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈使う
98 セルフサービス 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知コているよく使う
田空イム 1 知らない'使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
100 告レント 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈偉う
101 ナイツンユ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
102 テウノロジ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
103 ドウ; 1.知らない使わない 2. 知っているー使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
104 ネットワーウ 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
105 ノイローゼ 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
106 ビスケット 1 ‘知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
107 ピラ 1.知らない使わない 2. 知っているー使わない 3副知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
108 ファスナー 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき僅う 4. 知っているよ〈使う
109 ファン 1. 知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているーときどき使ラ 4. 知コているよく使う
110 プラン 1.知らない使わない 2. 知っている値わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
111 ボリューム 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
112 マネージャー 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っている・ときどき使う 4. 知っているよく使う
113 ミウロ 1.知ら主い便わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよ〈値う
114 ミツイフス 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
115 ミュジッウ 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているーときとを使う 4. 知っているよく使う
116 ムード 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているーときどき使う 4曙知っているよく使う
117 メディア 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
118 リズム 1.知らない使わない 2. 知コている使わない 3. 知っている・と吉と苦使う 4. 知っているよく値う
119 レギュラー 1.知らない使わない 2. 知っている使わない 3. 知っているときどき使う 4司知っているよく使う
120 レベ)~ 1.知らない'使わない 2司知っている使わない 3司知っているときどき使う 4. 知っているよく使う
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